モデル地域の概要（東京都台東区）

	地域の概要
	台東区は、東京２３区のほぼ中心に位置し、西は上野の山と、東は隅田川に接した下町である。上野・浅草といった観光拠点を擁しており、年間約３千４百万人の観光客が訪れている。寛永寺、浅草寺、上野恩賜公園、国立西洋美術館など豊かな歴史伝統文化や四季の風物でもある三社祭、入谷朝顔まつり、隅田川花火大会など、多彩な観光資源を備えている。

一方、近年他区においても積極的な観光施策を展開しており、市場を取り合う状況となっている。こうした中、本区が牽引役となり都心観光といった広いテーマから周辺他区との連携を図ることで相乗効果を期待するとともに、東京を代表する国際観光都市として台東区ならではの特性をアピールしていくことが重要である。

	「観光地域プロデューサー」を必要とする理由
	・平成１３年２月策定の「台東区観光ビジョン」を踏まえて、現在、映画・テレビドラマ等のロケ地提供を行うフィルムコミッションや、国際線機内誌・新幹線車内誌への広告掲載等、観光プロモーションなどの観光振興策を行い、国内だけでなく海外からの旅行者の誘致を図っているが、年々事業件数が増えている一方でノウハウが無いため効果的な運営企画が困難な状況となってきている。

・また、外国人旅行者や団塊世代の旅行者の増加が見込まれるとともに、地域におけるホスピタリティーなど提供サービス水準の向上が求められている。

・さらに、平成２３年度、墨田・台東エリアに第二東京タワーが誕生することを契機に、タワー見学の観光客が台東区へ流れるような環境整備や受け入れるための体制整備が望まれている。

・そのためには新たな観光戦略が企画できる専門的能力を有する人材の確保が不可欠である。

	「観光地域プロデューサー」が行う業務
	○平成１９年度（１０月から３月）

１．区の地域特性と観光ポテンシャルの把握

（１）区の概況、歴史的経緯、特性など、台東区の概要を把握する。

　　　（２）観光資源台帳の作成、既存観光情報ツール（観光ガイドブック、観光パンフレット、ホームページ等）から観光資源の特性を把握する。

（３）区内の観光に関連する主要な団体や観光施設の関係者を対象に、ヒアリング調査を実施し、組織の概要、現在抱えている課題、観光客の現状、観光に関する意識と今後の意向、区の観光施策に関する要望等について把握する。

　   （４）観光や来訪者に関連する既存データの収集、整理。

（５）台東区観光客マーケティング調査報告書から観光客の実態や観光客の意識とニーズの把握。

２．既存事業の検証

（１）ＪＡＬグループ国際線機内誌およびＪＲ東日本新幹線車内誌への広告掲載　〔雑誌〕

（２）千葉テレビ放映およびラジオスポット放送　〔ＴＶ，ラジオ〕

（３）東京観光財団ＨＰへのバナー広告　〔インターネット〕

　   （４）海外シティーセールスへの参加

　   （５）おもてなしの人づくり

　   （６）外国人向け観光体験コース


	「観光地域プロデューサー」の配属先
	東京都台東区文化観光部にぎわい誘客課
〒110-8615　東京都台東区東上野４-５-６　

	給与の支払者
	東京都台東区

	給与等の額
	月給　２２５,０００円　　　通勤手当　５５,０００円（上限）

	勤務形態、就業時間等
	勤務日および勤務時間　

月１６日勤務　

１日８時間　（午前８時３０分から　午後５時１５分まで）

	雇用期間
	原則１年

（雇用期間内の勤務成績が良好であることを条件に４回まで更新可）

	その他
	○配属先における指揮命令系統

区長－副区長－文化観光部長－にぎわい誘客課長－「観光地域プロデューサー
○サポート体制
文化観光部にぎわい誘客課職員（４名）


